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 IT企業におけるDXへ向けた取り組み



-2-

Agenda

1.背景

2.人とDAの協業（Step3）

3.人とDAの協業（Step4）

4.まとめ



-3-

住友電工情報システム株式会社　概要

設　 立：　１９９８年１０月１日
資本金：　４．８億円

住友電気工業株式会社：　６０％

住友電装株式会社　　：　４０％
従業員：　５００名
代表取締役社長：　奈良橋　三郎
事業内容：

パッケージソフトウェア（楽々シリーズ）の開発・販売

情報処理システムの開発受託

コンピュータ運用業務の受託

情報機器の販売
ＵＲＬ：　https://www.sei-info.co.jp/



-4-

1.背景
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1.1 背景

背景
ビッグデータ活用、DX挑戦の機運
人材育成の効率化

目的
ルーチンワーク → 創造的作業
効率的なデータ分析
データの横結合による新視点獲得
開発業務だけに注力できるプロセス
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1.2 DXのイメージ

Big Data AI 提案

電脳世界(Cyber World)

物理世界(Physical World)

記録
測定
結果

サイバーフィジカルシステム
　(Cyber-Physical System)

CPSによる改善

１．物理世界のデータを
　　電脳世界へ収集
　　 → 仮想の物理世界を
　　　　 作成
２．AI等で仮想世界を
　　分析、シミュレーション
３．問題解決策、改善案を
　　提案
４．物理世界が改善
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1.3 これまでの取組

DA-DB
(CSV)

勤惰

プロジェクト
実績管理

業務システム業務システム業務システム

DXに向けたインフラを構築（DA:DigitalAssistant)

自動集計

自動指示(チャット送付、チケット登録)

Rocket.Chat

各種レポート

Redmine

DA
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1.4 DAの開発方針

管理者 担当者 キーワード

DX ３ ４
協業

人の判断
(リアルタイム)

RPA ２ 複数システム

システム １
定型業務の

自動化

これから挑戦すべき箇所
これまでの取組は

2.5Step辺り？

各種自動化を行ったことで見えてきたDX

単純な自動化による改善は頭打ち

試行テーマ

Step3
　報告書作成業務の協業化

Step4
　新人研修講師の支援
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2.人とDAの協業（Step3）
MS Excelを用いた報告資料作成
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2.2 Excel作業自動化の壁
DBにないデータ

報告書

予実差異の原因

Dシステムで一部検収遅れ
があり…　　　　　　　　

人の判断が介在するデータ操作

報告書としての体裁
文字の強調、文字色変更、セルの幅、異常値の説明 等

集計担当者のローカルPC上に保存されたExcel
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2.3 協業の仕組み

先月Excel

今月Excel 
Rev.1

今月Excel 
Rev.3

提出

担当者

・新たな名寄せ
・分析等記載
・体裁調整

実績管理
システム

DA

今月Excel 
Rev.２

担当者

DA

最新データ反映

名寄せ
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2.4 適用例１：アメーバ行動計画

施策前

システムから
当月実績データ取得

複数のPJを適切な単位に
名寄せ＋集計

先月Excelから予定を取得

今月予定を立案

予実差の原因を分析

施策後

DAが自動集計
過去の名寄せを再現

今月予定を立案

予実差の原因を分析

新たな名寄せ＋集計

効果： 5MH/月 削減
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2.5 適用例2：研修受講傾向の分析資料

施策前

システムから全社員の
受講実績を取得

ローカルに保存されている
社員情報と結合

ローカルに保存されている
部門別必修研修と結合

研修名や人名の
表記ゆれを目視で修正

報告書レイアウト調整

集計データでグラフ作成等

施策後

報告書レイアウト変更

DAが自動集計
過去の名寄せを再現

効果： 6MH/月 削減
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2.6 成果

DBにないデータとの連携
以前行った人の判断を引き継いでデータ更新
新たな判断は人が実施
自由に体裁の調整が可能

Excelを用いる間接業務を支援する仕組みを構築
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3.人とDAの協業（Step4）
新人教育の革新
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3.1 新人教育の講習

既存知識、理解力のばらつきが大きい

受講者

・PowerPoint等のスライド
・講習中に演習、確認問題

教材

会議室前に講師が立つ

講義形式
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問題：以下の判断材料がない講師の言動

3.2 以前の研修風景と問題点

講義開始

解説

演習

解説

問題

解説

資料を開いてください

全員動きましたか？ 本当に動かして
結果を確認したのか？

不明点はありませんか？

理解した上で
回答できているか？

講義の流れ

開けない人は
居ないか？

遅れている人は
居ないか？

反応が薄いが
本当に理解できたか？

いつ解説を
始めようか？

では次のページを
見てください

全員正解しましたか？
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3.3 新プロセスの検討

解説講義開始 演習・問題 解説フェーズ

必要な
判断

判断
材料

講師の
行動

・全員の受講準備が
整ったか

・遅れている人は
居ないか

・進行は早くないか
・前資料の解説は十

分か

・本当に動かして
結果を確認したのか

・理解した上で
回答できているか

・いつ解説を始める
か

・下を向いている人
は本当に終わったの

か

POPUPによる
受講者の閲覧ページ
一致通知

POPUPによる
受講者の閲覧ページ
ズレ通知

POPUPによる
全員全問正解通知

受講者別
各問の正誤状況一覧

資料を開いてください 全員終わりましたね

次のページを
見てください

今までの資料で
不明点はありますか

解説に移ります
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3.4 デジタル化の仕組み

Moodle

受講者

学習履歴

教材

リアルタイム
受講者の状況

教材の
改善提案

講師

リアルタイム
受講者の状況

Cyber

Physical

教材改善
担当

ポイント

　・リアルタイム情報収集
　・リアルタイムに講師へ情報提供
　・DAから講師に能動的に情報提供

DA DA
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3.5 収集データの例１：解説ページ

メモ

ページ移動
Bookmark
スッキリ
モヤモヤ
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3.6 収集データの例２：テスト・アンケート

1問ごとにデータを送信

章毎にアンケート
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DAによる情報提供 講師の言動

3.7 革新後の風景

講義開始

解説

演習

解説

問題

解説

資料を開いてください

全員、動作を
確認できた様ですね

解説を始めます

講義の流れ

今までの資料で
不明点はありますか？

問5の内容は
重要なので

詳しく説明します
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3.8 成果１：新人教育の革新

理解度に応じた補足説明がしやすくなった
生徒の実力が客観的に把握できるようになった

受講者の状態に合わせた進行

画面が見られない講師に対して
必要な情報をリアルタイムで提供
講師の操作が不要

講師の感想
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3.9 成果２：学習データによる改善・提案

誤正解率
モヤモヤ
メモ
アンケート
標準学習時間（ばらつき）

受講者の評価
おすすめ講習

教材の改善提案 受講者への情報提供
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4.まとめ
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4.1 成果

Step3：人の判断が入る報告書作成作業について
　　　　DAと人が協業する仕組みを作成
Step4：新人研修において生徒の受講状況を
　　　　通知する仕組みを作成

管理者 担当者 キーワード

DX ３ ４
協業

人の判断
(リアルタイム)

RPA ２ 複数システム

システム １
定型業務の

自動化
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4.2 今後の課題

協業の仕組みを適用可能な業務を収集
受講プロセスの革新
開発プロセスの革新

DXにおける要件定義プロセスのブラッシュアップ
隠れたニーズを洗い出す手法
カスタマージャーニーマップ 等
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The END
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